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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着用者に装着される使い捨ておむつであって，
　着用者の腹部に位置する前身頃（１１）と，着用者の背部に位置する後身頃（１２）と
，前記前身頃（１１）と前記後身頃（１２）の間に位置する股下領域（１３）とを有する
アウターカバー（１０）と，
　前記アウターカバー（１０）によって被覆され，前記アウターカバー（１０）の長手方
向に延びて配設され，前記股下領域を含む領域に存在する液吸収性のインナーパッド（２
０）を備え，
　前記アウターカバー（１０）の前記後身頃（１２）は，前記アウターカバー（１０）の
短手方向に延び前記アウターカバー（１０）の肌非当接面側に山折れする山折線（３１）
と前記山折線（３１）とは反対方向に谷折れする谷折線（３２）において折り畳まれるこ
とにより形成されたタック（３０）を複数有し，
　複数の前記タック（３０）が形成されたタック形成領域（１４）は，前記インナーパッ
ド（２０）に重ならないように，前記インナーパッド（２０）と前記アウターカバー（１
０）の腰回り開口部との間に設けられ，
　複数の前記タック（３０）は，前記山折線（３１）の折り目に相当するタック（３０）
の頂部が重ならないように配置され，
　複数の前記タック（３０）は，前記山折線（３１）及び前記谷折線（３２）のいずれか
又は両方に沿って，弾性伸縮部材（４０）が配設されている
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　使い捨ておむつ。
【請求項２】
　前記山折線（３１）の折り目が着用者の頭部方向を向いている上向きの前記タック（３
０）と，前記山折線（３１）の折り目が着用者の脚部方向を向いている下向きの前記タッ
ク（３０）とが連続して形成されている
　請求項１に記載の使い捨ておむつ。
【請求項３】
　あるタック（３０）を形成する前記山折線（３１）と前記谷折線（３２）の間の長さを
Ｌ１としたときに，
　前記Ｌ１は，前記後身頃（１２）の上端に近い位置に形成された前記タック（３０）の
方が比較的短くなり，前記前記後身頃（１２）の上端から遠い位置に形成された前記タッ
ク（３０）の方が比較的長くなる
　請求項１に記載の使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は，着用者の股下に装着され，尿などの液体を吸収し保持するための使い捨てお
むつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から，着用者が排泄した尿などの液体を吸収し保持するためのものとして使い捨て
おむつが知られている（例えば，特許文献１，及び特許文献２）。使い捨ておむつは，装
着された状態において，着用者の腹部に接する前身頃と，着用者の背部に接する後身頃と
，着用者の股下に接する股下領域に区分される。
【０００３】
　例えば，パンツ型の使い捨ておむつの場合，前身頃と後身頃が両側部において接合され
ることにより，胴回りと各脚部周りに開口部が形成されている。そして，胴回りの開口部
から両脚を入れ，各脚部周りの開口部から両脚を出すことにより，パンツ型の使い捨てお
むつは，着用者に装着される。また，例えば，テープ型の使い捨ておむつの場合，後身頃
の両端部に止着テープが設けられている。そして，この後身頃に取り付けられている止着
テープを，着用者の背部側から腹部側に回して，前身頃に取り付けることにより，テープ
型の使い捨ておむつは，着用者に装着される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－１５８２１号公報
【特許文献２】特開２００３－８８５４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　次に，図７を参照して，パンツ型の使い捨ておむつを例に，従来の使い捨ておむつ２０
０について説明する。
　従来の使い捨ておむつ２００は，股下領域２１３の中央から，前身頃２１１側の端部ま
での長さと後身頃２１２側の端部までの長さが概ね同じ長さになっている。このため，前
身頃２１１と後身頃２１２の両側部を接合すると，図７（ａ）に示されるように，着用時
において，前身頃２１１の丈の長さと後身頃２１２の丈の長さが揃うことなる。このよう
に，前身頃２１１の丈の長さと後身頃２１２の丈の長さを揃えることで，着用者が胴回り
の開口部に両脚を入れ易くなったり，その見栄えが良くなったりするという利点もある。
【０００６】
　しかしながら，着用時において前身頃２１１と後身頃２１２の丈の長さが揃っていると
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，使い捨ておむつ２００の装着者が前傾姿勢となった場合（例えば，腰が曲がっている場
合，椅子に座っている場合，又は床に座っている場合）に，例えば図７（ｂ）に示される
ように，着用者の背部や臀部が使い捨ておむつ２００の後身頃２１２からはみ出したり，
着用者の腹部に前身頃２１１がダブつくという問題が生じていた。つまり，従来の使い捨
ておむつ２００が装着された状態で着用者が腰を曲げると，着用者の背部は伸び，腹部は
縮む。このとき，後身頃２１２と前身頃２１１の長さは一定であるため，背部が伸びた分
だけ後身頃２１２が不足し，腹部が縮んだ分だけ前身頃２１１は余る。特に，着用者が前
傾となると，後身頃２１２が着用者の股下の方向へずれて股下付近でたるむ。そして，使
い捨ておむつ２００の前身頃２１１に設けられた弾性伸縮部材２４１によって，たるんだ
後身頃２１２が前身頃２１１方向へ引張され，後身頃２１２の丈の不足や前身頃２１１の
丈の余りが顕著になる。従って，従来の使い捨ておむつ２００では，後身頃２１２から着
用者の背部がはみ出したり背部との間に隙間が生じたりする一方で，前身頃２１１がダブ
つくこととなりバランスが悪い。このように，従来の使い捨ておむつ２００では，後身頃
２１２の丈が不足するため，隙間が空いた部分から尿などの液体が漏れ出す恐れがあり防
漏性が低下する。さらに，従来の使い捨ておむつ２００では，着用者の腹部において前身
頃２１１がダブつくため，着用感が悪くなるばかりか，通気性が低下し着用者の腹部が蒸
れる恐れがある。
【０００７】
　また，例えば車椅子を使用する者のように，座位姿勢を長時間保持する者の場合，座位
姿勢が長くなるにつれだんだんと腰が椅子から落ちてくることとなるため，姿勢を立て直
すために着用者の両脇を抱えるようにして腰を持ち上げることがある。しかし，従来の使
い捨ておむつ２００を着用していると，腰を持ち上げた際に，使い捨ておむつ２００は椅
子との摩擦で持ち上がらずに，着用者の腰だけがずれ上がり，着用者の背部が使い捨てお
むつ２００からはみ出してしまうという事態も生じていた。
【０００８】
　このような事態を解消するために，予め後身頃の丈を長く形成し，前身頃の丈を短く調
節した使い捨ておむつを製造することが考えられる。しかし，通常の状態において，後身
頃と前身頃の丈の長さが異なると，使い捨ておむつを装着し難くなったり，身体からずれ
落ちやすくなったり，着用者の装着感が低下する。
【０００９】
　このため，現在では，通常の状態において使い捨ておむつの装着性や身体保持性を低下
させることなく，着用者が前傾姿勢となった場合であっても，後身頃の丈が不足したり前
身頃の丈が余ることのない使い捨ておむつが求められている。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　そこで，本発明の発明者は，従来の使い捨ておむつの問題点を解決する手段について鋭
意検討した結果，使い捨ておむつの後身頃に，一又は複数のタックを形成し，着用者が前
傾となった場合に着用者の背部の伸びに合わせて後身頃のタックを展開させることで，後
身頃が股下方向へずれ込むことを防止でき，後身頃の丈が不足したり前身頃の丈が余る事
態を解消し得るという知見を得た。そして，本発明者は，上記知見に基づけば，従来技術
の課題を解決できることに想到し，本発明を完成させた。
　具体的に本発明は，以下の構成を有する。
【００１１】
　本発明は，着用者に装着される使い捨ておむつに関する。
　使い捨ておむつは，着用者の腹部に位置する前身頃１１と，着用者の背部に位置する後
身頃１２と，前身頃１１と後身頃１２の間に位置する股下領域１３とを有する。
　後身頃１２は，使い捨ておむつの短手方向に延び使い捨ておむつの肌非当接面側に山折
れする山折線３１と山折線３１とは反対方向に谷折れする谷折線３２において折り畳まれ
ることにより形成されたタック３０を一又は複数有する。
【００１２】
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　このように，使い捨ておむつの後身頃１２には，使い捨ておむつの短手方向に延びる２
つの折線（山折線３１と谷折線３２）において折り畳まれることにより形成されたタック
３０が，少なくとも１つ以上設けられている。このため，着用者の姿勢が前傾になった場
合であっても，着用者の背部の伸びに対応してタック３０が展開する。これにより，後身
頃１２が，着用者の股下方向へずれ込み股下付近でたるむことを防止できる。従って，後
身頃１２の丈の長さが不足して，着用者の背部がはみ出したり，使い捨ておむつと着用者
の背部の間に隙間が生じることがない。また，前身頃１１に着用者の身体へのフィット性
を高めるために腹部周り伸縮材４１が設けられている場合であっても，着用者の姿勢が前
傾となった際における後身頃１２のずれ込みを防止することにより，腹部周り伸縮材４１
により後身頃１２が引っ張られることがなくなるため，着用者の腹部において前身頃１１
がダブつく事態を防止できる。
【００１３】
　本発明は，タック３０が開かれた状態において，谷折線３２が，山折線３１と比較し，
後身頃１２の長手方向の上端部寄りの位置に形成されることとしてもよい。これにより，
山折線３１の折り目に相当するタック３０の頂部は上向きになる。
【００１４】
　このように，後身頃１２に形成されたタック３０が，谷折線３２を基点として起立する
ように上向きに折り畳まれていることにより，例えばズボンのような脚部から着用する被
覆を，使い捨ておむつを装着したままであっても着用しやすくなる。また，上向きとなっ
たタック３０が抵抗となり着用した被覆がずれ下がることも防止できる。
【００１５】
　本発明は，タック３０が開かれた状態において，山折線３１が，谷折線３２と比較し，
後身頃１２の長手方向の上端部寄りの位置に形成されることとしてもよい。これにより，
山折線３１の折り目に相当するタック３０の頂部が，下向きとなる。
【００１６】
　このように，後身頃１２に形成されたタック３０が，下向きに折り畳まれていることに
より，例えばワンピースのような頭部から着用する被覆を，使い捨ておむつを装着したま
まであっても着用しやすくなる。また，下向きとなったタック３０が抵抗となり着用した
被覆がずれ上がることも防止できる。
【００１７】
　本発明において，使い捨ておむつの後身頃１２には，山折線３１と谷折線３２が交互に
連続することにより，複数のタック３０が形成されることが好ましい。後身頃１２に形成
されるタック３０の数は，例えば，２つ～６つ，３つ～５つ，又は４つであってもよい。
なお，本発明において，タック３０の数が１つである場合も十分に従来の課題を解決でき
る。
【００１８】
　本発明において，山折線３１及び谷折線３２のいずれか又は両方に沿って，弾性伸縮部
材４０が配設されることが好ましい。
【００１９】
　このように，山折線３１や谷折線３２に沿って弾性伸縮部材４０を配設することにより
，使い捨ておむつの後身頃１２を着用者の背部にフィットさせることができる。また，山
折線３１の折れ線や谷折線３２の折れ線を着用者の背部に密着させることができるため，
着用者が前傾となった際における背部の伸びに合せて，タック３０が展開しやすくなる。
このため，使い捨ておむつの後身頃１２から着用者の背部がはみ出したり，使い捨ておむ
つの後身頃１２と着用者の背部の間に隙間が生じることをより効果的に防止できる。
【００２０】
　ある実施形態において，本発明は，アウターカバー１０とインナーパッド２０を有する
使い捨ておむつに関する。
　アウターカバー１０は，着用者の腹部に位置する前身頃１１と，着用者の背部に位置す
る後身頃１２と，前身頃１１と後身頃１２の間であって着用者の股下に位置する股下領域
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１３に区分される。
　また，インナーパッド２０は，アウターカバー１０によって被覆され，アウターカバー
１０の長手方向に延びて配設され，アウターカバー１０の股下領域１３を含む領域に存在
している。
　そして，アウターカバー１０の後身頃１２は，アウターカバー１０の短手方向に延びア
ウターカバー１０の肌非当接面側に山折れする山折線３１と山折線３１とは反対側に谷折
れする谷折線３２によって折り畳まれることにより形成されたタック３０を一又は複数有
している。
【００２１】
　また，本発明のある実施形態において，アウターカバー１０が，後身頃１２に，タック
３０が形成された領域であるタック形成領域１４を有することとした場合に，インナーパ
ッド２０の一部はタック形成領域１４に配設され，インナーパッド２０は，タック形成領
域１４に配設された一部を除き，アウターカバー１０に固定されることとしてもよい。
【００２２】
　後身頃１２に複数のタック３０を形成すると，タック形成領域１４がアウターカバー１
０の長手方向に広がる。この場合であっても，使い捨ておむつの防漏性（吸水性）を維持
するためには，タック形成領域１４に跨ってインナーパッド２０を配設することが好まし
い。ただし，タック形成領域１４に配設したインナーパッド２０をアウターカバー１０に
固定すると，タック３０の展開を阻害することとなる。そこで，インナーパッド２０を，
タック形成領域１４に配設された一部を除いて，アウターカバー１０に固定する。これに
より，タック形成領域１４を広域に保ちつつ，インナーパッド２０の長手方向の長さも確
保できるため，使い捨ておむつの防漏性（吸水性）を効率的に維持できる。
【００２３】
　本発明において，後身頃１２の両側部は，前身頃１１の両側部に接合されることとして
もよい。つまり，前身頃１１の両側端部から延出するサイドフラップ１５の側端部と，後
身頃１２の両側端部から延出するサイドフラップ１５の側端部を接合することにより，パ
ンツ型の使い捨ておむつを形成することとしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は，使い捨ておむつの展開図の例であり，使い捨ておむつを肌当接面側から
見た状態を示している。
【図２】図２は，タックが３つ形成された使い捨ておむつの展開状態を示す斜視図であり
，使い捨ておむつを肌非当接面側から見た状態を示している。
【図３】図３は，タックが開かれた状態の例を示しており，使い捨ておむつを肌当接面側
から見た状態を示している。
【図４】図４は，タックの別の構成例を示す概略図であり，タックの構成のみを抽出して
描画している。図４（ａ）は，下向きのタックが３つ形成された例を示している。また，
図４（ｂ）は，上向きのタックに続き，下向きのタックが形成された例を示している。図
４（ｃ）は，下向きのタックに続き，上向きのタックが形成された例を示している。
【図５】図５は，前身頃と後身頃が接合部において接合されたパンツ型の使い捨ておむつ
の例を示しており，着用者に装着された状態を示している。
【図６】図６は，使い捨ておむつの展開図の例であり，使い捨ておむつを肌当接面側から
見た状態を示している。図６において，アウターカバーとインナーパッドの固定領域は薄
墨を施して示されている。
【図７】図７は，従来の使い捨ておむつの例を示す図である。図７（ａ）は，従来のパン
ツ型の使い捨ておむつを示している。図７（ｂ）は，従来の使い捨ておむつが，着用者に
装着された状態の例を示している。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　以下，図面を用いて本発明を実施するための形態について説明する。本発明は，以下に
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説明する形態に限定されるものではなく，以下の形態から当業者が自明な範囲で適宜修正
したものを含む。
【００２６】
（１．使い捨ておむつの全体構成）
　本発明は，使い捨ておむつに適用できる。使い捨ておむつは，着用時において，着用者
の腹部に位置する前身頃１１，着用者の背部に位置する後身頃１２，及び前身頃１１と後
身頃１２の間に位置する股下領域１３とに区分される。
【００２７】
　図１は，パンツ型の使い捨ておむつ１００の展開図の例である。図１に示される例にお
いて，使い捨ておむつ１００は，着用者の排泄物を吸収し保持するインナーパッド２０と
，インナーパッド２０を着用者の身体に保持するためのアウターカバー１０を有している
。インナーパッド２０は，アウターカバー１０により被覆され，アウターカバー１０の長
手方向に沿って，前身頃１１から後身頃１２にかけて，股下領域１３を中心に配設される
。インナーパッド２０は，着用者の肌に当接する肌当接面側に液透過性のトップシート２
１を備え，着用者の肌に当接しない肌非当接面側に液不透過性のバックシート２２を備え
る。また，インナーパッド２０は，トップシート２１とバックシート２２の間に吸収体２
３が配設されている。吸収体２３は，トップシート２１を透過した液体を吸収し保持する
。また，インナーパッド２０のバックシート２２は，吸収体２３により保持されている液
体が漏れ出さないよう，肌非当接面側から吸収体２３を被覆する。
【００２８】
　図１は，使い捨ておむつ１００を肌当接面側から見た状態を示している。図１に示され
るように，パンツ型の使い捨ておむつ１００において，アウターカバー１０は，装着時に
着用者の腹部に位置する前身頃１１と，装着時に着用者の背部に位置する後身頃１２と，
装着時に着用者の股下に位置する股下領域１３を含む。股下領域１３は，アウターカバー
１０の長手方向に見たときに，前身頃１１と後身頃１２の間に位置する。そして，前身頃
１１と後身頃１２の両側縁部からは，それぞれサイドフラップ１５が延出している。また
，前身頃１１に形成されたサイドフラップ１５と後身頃１２に形成されたサイドフラップ
１５の各側端部には，接合部１６が設けられている。接合部１６においては，例えばヒー
トシールのような接合手段により，各サイドフラップ１５の側端部が対応させて接合され
る。接合部１６において，各サイドフラップ１５同士が接合されると，装着時に着用者の
腰周りに位置する腰周り開口部と，着用者の各脚部周りに位置する脚部周り開口部が形成
される。例えば，パンツ型の使い捨ておむつ１００の場合，着用者は，前身頃１１が腹部
に，後身頃１２が背部に位置するように，腰周り開口部に両脚部を入れ，それぞれの脚部
を脚部周り開口部から出すことで，使い捨ておむつ１００を装着できる。
【００２９】
　また，使い捨ておむつ１００には，インナーパッド２０の長手方向に沿って，立体ギャ
ザー２４が形成されていても良い。立体ギャザー２４を形成するシート材は疎水性の材料
で形成され，シート材の一端はトップシート２１の表面上に固定され，その他端には弾性
伸縮部材が配設される。そして，立体ギャザー２４用のシート材に配設された弾性伸縮部
材が収縮すると，立体ギャザー２４が弾性伸縮部材の収縮力を利用して起立する。立体ギ
ャザー２４は，起立することにより，トップシート２１の側方から液体が漏洩することを
防止する防漏壁となる。
【００３０】
　また，本発明は，テープ型の使い捨ておむつにも適用できる。テープ型の使い捨ておむ
つにおいて，後身頃の両側縁から延出するサイドフラップには，側縁部から突出するよう
に止着テープが取付けられている。テープ型の使い捨ておむつは，前身頃を着用者の腹部
に後身頃を着用者の背部にあてがった状態で，後身頃に取り付けられている止着テープを
前身頃に貼り付けることにより，着用者に装着される。
【００３１】
（２．使い捨ておむつの具体的構成）
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　以下，本発明に係る使い捨ておむつの実施の形態について，パンツ型使い捨ておむつを
例として具体的に説明する。ただし，本発明は，パンツ型おむつに限定されるものではな
く，例えば上述したようなテープ型のおむつにも適用可能である。
【００３２】
（２－１．アウターカバー）
　アウターカバー１０は，インナーパッド２０を着用者の股下に保持し，着用者の身体を
被包するための部材である。アウターカバー１０は，前身頃１１，後身頃１２，及び股下
領域１３に区分される。
【００３３】
　ここで，アウターカバー１０の後身頃１２は，アウターカバー１０の短手方向に延びる
２本の折畳み線（山折線３１及び谷折線３２）によって折り畳まれることによりタック３
０が形成されている。山折線３１は，アウターカバー１０の非肌当接面側に山折れする線
であり，谷折線３２は，山折線３１とは反対方向に谷折れする線である。後身頃１２に形
成されるタック３０の数は，１つであってもよいし，複数であってもよい。図１に示す使
い捨ておむつ１００の展開図では，後身頃１２にタック３０が３つ形成された例を示して
いる。なお，本明細書において，後身頃１２のうち，タック３０が形成されることにより
，アウターカバー１０が複数枚重なっている領域をタック形成領域１４と称す。
【００３４】
　図２は，タック３０が３つ形成された使い捨ておむつ１００の展開状態を示す斜視図で
あり，使い捨ておむつ１００を肌非当接面側から見た状態を示している。なお，図２に示
す例においては，タック３０の構成を分り易く示すために，連続するタック３０の間に隙
間を設けた状態で描画しているが，連続するタック３０のそれぞれは，タック３０の両側
縁部（サイドフラップ１５の両側縁部）に設けられたタック保持部３３において隙間なく
接合されていることが好ましい。各タック３０は，図２に示されるように，アウターカバ
ー１０の肌非当接面側から見て山折れする山折線３１と，肌非当接面側から見て谷折れす
る谷折線３２において，アウターカバー１０が折り畳まれることにより形成されている。
【００３５】
　また，各タック３０の両側縁部には，折り畳まれた状態を保持するためのタック保持部
３３が形成されている。すなわち，タック３０が形成されることでアウターカバー１０が
三重に折り重なった部分のうち，タック３０両側縁部近傍に，タック保持部３３は形成さ
れる。なお，タック保持部３３は，図２において薄墨を施して示された部分である。タッ
ク保持部３３には，例えば，ホットメルトや，ヒートシール，超音波シール，その他の粘
着剤や接着剤が塗布されている。このため，タック３０は，保持部においては展開できな
くなっている。また，パンツ型のおむつの場合，前身頃１１のサイドフラップ１５の両縁
部に設けられた接合部１６と，後身頃１２のサイドフラップ１５の両縁部に設けられた接
合部１６を貼合することにより，タック３０の折り畳まれた状態を保持することとしても
よい。また，テープ型の使い捨ておむつの場合は，タックの折り畳み状態を保持するため
のタック保持部を，後身頃の両サイドフラップ上に配置することが好ましい。タック保持
部においては，ヒートシール等の熱シールや，ホットメルト等の粘着剤により，テープ型
の使い捨ておむつの後身頃が接合され，タックが折り畳まれた状態が保持される。
【００３６】
　図２に示された例においては，３つの連続するタック３０が，全て上向きに形成されて
いる。なお，ここにいう「上向き」とは，使い捨ておむつの着用時において，タック３０
の山折線３１の折り目が，着用者の頭部方向を向いていることを意味する。あるタック３
０を上向きに形成するためには，タック３０が開かれた状態において，タック３０を構成
する山折線３１と谷折線３２のうち，谷折線３２を，後身頃１２の上端部寄りに形成すれ
ばよい。すなわち，図２に示す例のように，連続するタック３０がすべて上向きとなって
いる場合には，山折線３１と谷折線３２が，後身頃１２の上端部から谷折線３２，山折線
３１の順に交互に形成されている。
【００３７】
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　図３は，後身頃１２に形成されたタック３０が開かれた状態の例を示しており，使い捨
ておむつ１００を肌当接面側から見た状態を示している。特に，図３は，図２に示された
使い捨ておむつ１００のタック３０が開かれた状態を示している。図３に示されるように
，タック３０が開かれた状態において，谷折線３２と山折線３１が交互に連続している。
谷折線３２が山折線３１よりも後身頃１２の上端部寄りに形成されているため，谷折線３
２と山折線３１に沿って，アウターカバー１０を折り畳むと，上向きのタック３０が形成
される。
【００３８】
　また，あるタック３０を形成する山折線３１と谷折線３２の間の長さＬ１は，例えば，
１０ｍｍ～１００，１５ｍｍ～８０ｍｍ，２０ｍｍ～６０ｍｍ，又は２５ｍｍ～４０ｍｍ
であればよく，特に１５ｍｍ～２５ｍｍであることが好ましい。タック３０の折返しの大
きさは，長さＬ１に依存する。複数のタック３０を形成する場合において，各タック３０
の長さＬ１は略同一であることが好ましいが，各タック３０において長さＬ１を変えても
良い。例えば，後身頃１２の上端に近い位置に形成されたタック３０における長さＬ１を
比較的短く形成し，後身頃１２の上端から遠い位置に形成されたタック３０における長さ
Ｌ１を比較的長く形成することもできる。このように，各タック３０の長さＬ１を異なる
長さに設定することにより，例えば，着用者が前傾となった場合に，まず小さく形成され
たタック３０から展開され，その後徐々に大きいタック３０が展開することとなるため，
タック３０の展開幅を着用者の動きに合わせて適宜微調節できる。
【００３９】
　また，複数のタック３０を形成する場合において，隣り合うタック３０の折畳み線（山
折線３１又は谷折線３２）の間の長さＬ２，つまり，図３に示す例では，あるタック３０
の山折線３１と，あるタック３０に隣接するタック３０の谷折線３２の間の長さＬ２は，
２０ｍｍ～２００ｍｍ，３０ｍｍ～１６０ｍｍ，４０ｍｍ～１２０ｍｍ，又は５０ｍｍ～
４０ｍｍであればよく，特に３０ｍｍ～５０ｍｍであることが好ましい。複数のタック３
０が形成された場合において，タック３０間の距離は，長さＬ２に依存する。また，ある
タック３０を形成する山折線３１と谷折線３２の間の長さをＬ１Ａとし，あるタック３０
と隣接するタック３０を形成する山折線３１と谷折線３２の間の長さをＬ１Ｂとした場合
に，長さＬ２は，［式：Ｌ２＝Ｌ１Ａ＋Ｌ１Ｂ］を満たす長さであることが好ましい。長
さＬ２が，前記式を満たせば，後身頃１２に形成された複数のタック３０は重なりもせず
解離もしないため，後身頃１２に複数のタック３０を効率的に形成できる。つまり，長さ
Ｌ１が全て等しい場合に，長さＬ２は，長さＬ１の２倍の長さであることが好ましい。
【００４０】
　また，後身頃１２の上端部近傍には，２本の折畳み線においてアウターカバー１０が折
り畳まれ一又は複数のタック３０が形成された状態においても，アウターカバー１０が重
ならない領域（上端領域１７）が設けられていることが好ましい。つまり，後身頃１２の
上端領域１７には，タック３０が形成されない。そして，この後身頃１２の上端領域１７
には，アウターカバー１０の短手方向に沿って弾性伸縮部材（背部周り伸縮材４２）が配
設されることが好ましい。このように，上端領域１７に弾性伸縮部材（背部周り伸縮材４
２）が配設されることで，着用者の背部と後身頃１２上端の密着性が高まる。従って，着
用者が前傾となり背部が伸びた場合にも，その背部の伸びに追随して後身頃１２の上端が
着用者の背部の上方に移動する。このように，着用者の背部の伸びに合わせて，後身頃１
２全体が背部上方へ引っ張られることになるため，後身頃１２に形成されたタック３０が
展開し易くなる。また，着用者が高齢者等であり背中（腰）が曲がっているような場合に
は，着用者の背中の曲がり方や体型に合せてタック３０の展開幅を調節して着用させるこ
とにより，着用者の状態や体型に合せて隙間なくフィットさせることができる。
【００４１】
　また，図３には，タック保持部３３が，あるタック３０を形成する２つの折線（山折線
３１と谷折線３２）の間であって，タック３０の両側縁部に相当する位置に形成される場
合の例が示されている。図３において，タック保持部３３は，薄墨を施して示されている
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。タック保持部３３には，例えば，ホットメルトや，ヒートシール，超音波シール，その
他の粘着剤や接着剤が塗布される。図３に示す例において，あるタックを形成する２つの
折線の間には，その両面（肌当接面側と肌非当接面側）に接着剤等が塗布されることが好
ましい。このようにあるタックを形成する２つの折線の間にタック保持部３３を形成する
ことで，２つの折線においてアウターカバー１０が折り畳まれた際，タック保持部３３に
塗布された接着剤等によりアウターカバー１０の重なった部分が接合されることとなるた
め，タック３０の折り畳まれた状態が保持される。なお，タック保持部３３を形成する箇
所は，図３に示された箇所に限られるものではない。例えば，２つの折線において折り畳
まれた際に，あるタック３０を形成する２つの折線の間の領域と貼り合せになる位置に，
接着剤等を塗布することとしてもよい。
【００４２】
　図４は，アウターカバー１０の後身頃１２に形成されたタック３０の別の構成例を示す
概略図であり，タック３０の構成のみを抽出して示している。図４（ａ）は，下向きのタ
ック３０が３つ形成された例を示している。また，図４（ｂ）は，上向きのタック３０に
続き，下向きのタック３０が形成された例を示している。また図４（ｃ）は，下向きのタ
ック３０に続き，上向きのタック３０が形成された例を示している。図４においても，タ
ック３０の構成を分り易く示すために，連続するタック３０の間に隙間を設けた状態で描
画している。
【００４３】
　図４（ａ）に示されるように，タック３０は，下向きに形成されていてもよい。ここに
いう「下向き」とは，使い捨ておむつの着用時において，タック３０の山折線３１の折り
目が，着用者の脚部方向を向いていることを意味する。タック３０を下向きに形成するた
めには，タック３０が開かれた状態において，タック３０を構成する山折線３１と谷折線
３２のうち，山折線３１を，後身頃１２の上端部寄りに形成すればよい。図４（ａ）に示
す例においては，下向きのタック３０が３つ連続して形成されている例を示しているが，
タック３０は，１つであってもよいし，２つであってもよいし，４つ以上であってもよい
。
【００４４】
　また，図４（ｂ）に示されるように，上向きのタック３０に連続して下向きのタック３
０を形成することとしてもよい。つまり，図４（ｂ）に示す例では，タック３０が開かれ
た状態において，後身頃１２の上端部から，谷折線３２，山折線３１，山折線３１，及び
谷折線３２の順に形成されている。また，図４（ｃ）に示されるように，下向きのタック
３０に連続して上向きのタック３０を形成することとしてもよい。つまり，図４（ｃ）に
示す例では，タック３０が開かれた状態において，後身頃１２の上端部から，山折線３１
，谷折線３２，谷折線３２，及び山折線３１の順に形成されている。
【００４５】
　さらに，本発明において，タック３０を形成する山折線３１若しくは谷折線３２のいず
れか，又は山折線３１及び谷折線３２の両方に沿って，弾性伸縮部材４０を配設すること
が好ましい。例えば，図４（ａ）～（ｃ）に示される例においては，弾性伸縮部材４０が
，各タック３０を形成する谷折線３２に沿って配設されている。なお，図示は省略するが
，弾性伸縮部材４０を山折線３１に沿って配設することとしてもよい。弾性伸縮部材４０
には，通常，糸状弾性ゴムが適用される。このようなゴム材としては，スチレン系ゴム，
オレフィン系ゴム，ウレタン系ゴム，エステル系ゴム，ポリウレタン，ポリエチレン，ポ
リスチレン，スチレンブタジエン，シリコーン，又はポリエステル等の素材を用いること
ができる。
【００４６】
　図５は，前身頃１１と後身頃１２が接合部１６において接合されたパンツ型の使い捨て
おむつ１００の例を示しており，着用者に装着された状態を示している。図５に示される
ように，本発明に係る使い捨ておむつ１００においては，後身頃１２にタック３０が形成
されているため，着用者が前傾姿勢となった場合に，着用者の背部の伸びに合わせてタッ



(10) JP 5782822 B2 2015.9.24

10

20

30

40

50

ク３０が展開する。従って，後身頃１２の丈の長さが不足して，着用者の背部がはみ出し
たり，使い捨ておむつ１００と着用者の背部の間に隙間が生じることを防止できる。また
，着用者の姿勢が前傾となった際の後身頃１２のずれ込みを防止できるため，前身頃１１
に着用者の身体へのフィット性を高めるための腹部周り伸縮材４１が設けられている場合
であっても，この腹部周り伸縮材４１により後身頃１２が引張されることもなくなり，着
用者の腹部において前身頃１１がダブつく事態も防止できる。さらには，着用者の背中や
腰の曲がり具合や着用者の体型に合せて，タック３０の展開幅を予め調節して着用させる
ことができるため，着用者の状態や体型に合せて着用者の身体に隙間なくフィットする使
い捨ておむつを提供できる。
【００４７】
　次に，図１と図６を用いて，アウターカバー１０にインナーパッド２０を固定する箇所
について説明する。例えば，図１に示す例では，アウターカバー１０の後身頃１２には，
タック３０が３つだけ形成されており，アウターカバー１０が折り重なっている領域（タ
ック形成領域１４）が比較的狭くなっている。このため，図１においては，インナーパッ
ド２０は，タック形成領域１４には重なっていない。従って，このような場合には，イン
ナーパッド２０のバックシート２２は，アウターカバー１０に接する面全体に接着剤を塗
布して，アウターカバー１０に固定すればよい。
【００４８】
　一方，図６に示された例においては，アウターカバー１０の後身頃１２にタック３０が
４つ形成されているため，タック形成領域１４が，アウターカバー１０の長手方向に比較
的広く形成されている。このため，インナーパッド２０をアウターカバー１０に固定しよ
うとすると，インナーパッド２０の後身頃１２の上端寄りの一部が，タック形成領域１４
と重なる。従って，このような場合には，インナーパッド２０のうち，タック形成領域１
４と重なる部分を除き，インナーパッド２０のバックシート２２に接着剤を塗布して，ア
ウターカバー１０に固定することが好ましい。なお，図６においては，アウターカバー１
０とインナーパッド２０が固定される固定領域１８を，薄墨を施して表している。
【００４９】
　アウターカバー１０を構成する材料の例は，ポリエチレン，ポリプロピレン，ポリエス
テルのような熱可塑性樹脂からなる不織布又は湿式不織布である。
【００５０】
　アウターカバー１０には，腹部周り伸縮材４１，背部周り伸縮材４２，及び脚部周り伸
縮材４３が配置されることとしてもよい。また，アウターカバー１０は，これらの各種伸
縮材４１，４２，及び４３を挟持した状態で固定するために，複数枚のシート材を貼り合
わせて構成されたものであることが好ましい。
【００５１】
　例えば，図１に示されるように，前身頃１１には腹部周り伸縮材４１が複数本配設され
ており，腹部周り伸縮材４１が収縮することにより，腹部周りギャザーが形成されること
が好ましい。また，後身頃１２の上端部近傍（上端領域１７）には，背部周り伸縮材４２
がアウターカバー１０の短手方向に沿って複数本配設されており，背部周り伸縮材４２が
収縮することにより，背部周りギャザーが形成されることが好ましい。このように腹部周
りや背部周りにギャザーが形成されることにより，アウターカバー１０の前身頃１１と後
身頃１２を着用者に密着させることができるため，使い捨ておむつ１００がずれ下がるこ
とをより効果的に防止できる
【００５２】
　さらに，アウターカバー１０の脚部周りに沿って，脚部周り伸縮材４３が配設されてお
り，脚部周り伸縮材４３が収縮することで脚部周りギャザーが形成されることが好ましい
。脚部周りにギャザーが形成されることにより，アウターカバー１０が着用者の脚部周り
に密着するため，脚部周りからの尿漏れを防止できる。
【００５３】
　その他，アウターカバー１０には，公知のおむつの構成を適宜採用することができる。
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また，各種伸縮材４１，４２，及び４３も，おむつの大きさや構造に応じて，構成材料，
材料の伸長率，その他構成を適宜変更できる。
【００５４】
（２－２．インナーパッド）
　前述したように，使い捨ておむつ１００は，アウターカバー１０の長手方向に沿って，
着用者の排泄物を吸収するインナーパッド２０が配設されている。インナーパッド２０は
，基本的に，トップシート２１，バックシート２２，吸収体２３，及び立体ギャザー２４
を含む。ここで，図１は，アウターカバー１０に配設されたインナーパッド２０をトップ
シート２１側からみた平面図を示している。
【００５５】
（２－２－１．トップシート）
　トップシート２１は，着用者の股下の肌に直接接し，尿などの液体を吸収体２３に透過
させるための部材である。このため，トップシート２１は，柔軟性が高い液透過性材料で
構成されることが好ましい。トップシート２１は，吸収体２３の表面を被覆するように配
置される。
【００５６】
　トップシート２１を構成する液透過性材料の例は，織布，不織布，又は多孔性フィルム
である。また，例えばポリプロピレンやポリエチレン，ポリエステル，ナイロンのような
熱可塑性樹脂の繊維を親水化処理してさらに不織布にしたものを用いることとしてもよい
。
（２－２－２．バックシート）
【００５７】
　バックシート２２は，トップシート２１を透過し，吸収体２３に吸収された液体が，漏
出することを防止するための部材である。このため，バックシート２２は，液不透過性材
料によって構成される。そして，バックシート２２は，吸収体２３の底面からの液漏れを
防止するため，吸収体２３の底面を被覆するように配置される。
【００５８】
　バックシート２２を構成する不透過材料の例は，ポリエチレン樹脂からなる液不透過性
のフィルムである。特に，通気性付与の観点から０．１～４μｍの微細な孔が複数形成さ
れた微多孔性ポリエチレンフィルムを用いることが好ましい。
【００５９】
　バックシート２２の外表面には，バックシート２２を補強しその手触りを良くするため
に，カバーシート２５を貼り合わせることとしても良い。カバーシート２５を構成する材
料としては，織布や不織布が用いられる。特に，カバーシート２５を構成する材料として
，ポリエチレン，ポリプロピレン，ポリエステルのような熱可塑性樹脂からなる不織布又
は湿式不織布を用いることが好ましい。
【００６０】
（２－２－３．吸収体）
　吸収体２３は，尿などの液体を吸収し，吸収した液体を保持するための部材である。吸
収体２３は，液透過性のトップシート２１と，液不透過性のバックシート２２の間に配置
される。吸収体２３は，トップシート２１を透過した液体を吸収する機能を有し，吸収性
材料により構成される。
【００６１】
　吸収体２３を構成する吸収性材料には，公知の材料を採用することができる。吸収性材
料としては，例えば，フラッフパルプ，高吸収性ポリマー，又は親水性シートを用いるこ
ととしても良い。また，吸収性材料には，フラッフパルプ，高吸収性ポリマー，又は親水
性シートのうち１種類を単独で用いてもよいし，２種類以上を併用することとしてもよい
。吸収性材料は，通常，単層又は複数層のマット状に形成され，用いられる。
【００６２】
　また，吸収体２３は，トップシート２１とバックシート２２の間の少なくとも一部に挟
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み込まれ，その周縁部が封着されることによってトップシート２１とバックシート２２と
の間に固定される。
【００６３】
　さらに，吸収体２３は，親水性シートで高吸収性ポリマーを被包することにより形成さ
れたものであることが好ましい。これにより，高吸収性ポリマーが親水性シートから漏洩
することを防止し，吸収体２３全体の形状を安定させることができる。
【００６４】
　吸収体２３の形状は，適宜，使い捨ておむつの形状や，大きさ，用途に合せて設計する
ことができる。例えば，吸収体２３の形状は，図１に示されるように，砂時計型としても
よい。また，一般的な使い捨ておむつに使用されている，矩形型，楕円形型，又はひょう
たん型とすることとしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００６５】
　本発明に係る使い捨ておむつは，乳幼児や高齢者用のおむつに適用することができる。
従って，本発明は，育児及び介護に関する産業において好適に利用し得る。
【符号の説明】
【００６６】
１０　　　アウターカバー
１１　　　前身頃
１２　　　後身頃
１３　　　股下領域
１４　　　タック形成領域
１５　　　サイドフラップ
１６　　　接合部
１７　　　上端領域
１８　　　固定領域
２０　　　インナーパッド
２１　　　トップシート
２２　　　バックシート
２３　　　吸収体
２４　　　立体ギャザー
２５　　　カバーシート
３０　　　タック
３１　　　山折線
３２　　　谷折線
３３　　　タック保持部
４０　　　弾性伸縮部材
４１　　　腹部周り伸縮材
４２　　　背部周り伸縮材
４３　　　脚部周り伸縮材
１００　　使い捨ておむつ
２００　　従来の使い捨ておむつ
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